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非稼働病棟を有する医療機関
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消防広域化による救急搬送の迅
速化及び市町村合併に伴う新城
市民病院との連携強化により、
病床稼働の必要性が薄らいだと
考えられる。

将来的には廃止を視野に検討していく。
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回復期リハビリ病棟としての運
用を考えていますが、医師・看
護師等の医療従事者不足等によ
り、休床・非稼働病棟となって
います。

本年度策定予定の経営強化プランでは常勤看護師の確
保に取り組み、令和９年度に回復期機能の病床の稼働
再開を目指すことを予定しています。
また、施設の老朽化に伴い現在、病院再整備を検討し
ており、令和４年度にあり方検討会で再整備の手法を
議論しその報告書と取りまとめ、今年度、市民意見を
聞くためにその報告書のパブリックコメントを実施す
るとともに、新城市医師会、北設楽郡医師会、新城歯
科医師会、新城市薬剤師会、代表区長等からの意見聴
取を行い、総合的に判断し、再整備手法は移転新築案
とすることを決定しました。
今後、建設に向け基本構想、基本計画等の段階で患者
数推移や病床稼働率等から病床規模、機能について議
論する予定であり、非稼働病棟の解消に取り組んでい
く予定です。

非稼働の理由 今後の予定医療機関名 所在地
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